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令　和
５年度
令　和
５年度
令　和
５年度

　
今
年
度
は
、
日
高
市
民
自
治

会
本
部
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
役
員
の
改
選
と
幹
事
の
会

長
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

西 

町 

支 

部

小
木
津
浜
支
部

18
自
治
会
　
218
世
帯

7
自
治
会
　
72
世
帯

支部長

(北町Ｂ)

大友　伸策

支部長

(若葉会)

田所　剛

本
部
・
支
部
新
役
員
紹
介

本
部
・
支
部
新
役
員
紹
介

本
部
・
支
部
新
役
員
紹
介

☆
局
長
　
宇
佐
美
吉
郎

◎
総
務
部

　
部
　
長
　
　
　
宇
佐
美
寿
郎

　
副
部
長
　
　
　
石
井
　
　
愼

　
　
〃�

　
　
　
　
澤
畠
　
　
進

　
幹
　
事
　
　
　
志
賀
　
良
平

　
　
〃�
　
　
　
　
下
平
　
　
優

　
　
〃
　
　
　
　
原
田
千
代
子

　
　
〃
　
　
　
　
初
見
　
美
香

　
　
〃
　
　
　
　
市
原
　
慎
也

　
　
〃
　
　
　
　
杉
山
　
博
子

　
　
〃
　
　
　
　
三
田
　
信
治

　
　
〃
　
　
　
　
山
口
　
哲
司

　
　
〃
　
　
　
　
荒
川
　
寛
明

　
　
〃
　
　
　
　
駒
木
根
美
穂

　
　
〃
　
　
　
　
高
橋
　
康
子

　
　
〃
　
　
　
　
鈴
木
　
規
子

　
　
〃
　
　
　
　
増
子
　
光
男

　
　
〃
　
　
　
　
菅
原
　
久
和

◎
企
画
部

　
部
　
長
　
　
　
宇
佐
美
吉
郎

　
副
部
長
　
　
　
小
野
　
俊
郎

　
幹
　
事
　
　
　
志
賀
　
信
夫

　
　
〃
　
　
　
　
宇
佐
美
寿
郎

　
　
〃
　
　
　
　
坪
井
　
善
吉

　
　
〃
　
　
　
　
小
澤
　
邦
子

　
　
〃
　
　
　
　
根
本
　
伸
一

　
　
〃
　
　
　
　
木
田
　
金
房

　
　
〃
　
　
　
　
矢
部
　
一
良

　
　
〃
　
　
　
　
池
田
　
　
曻

◎
広
報
部

　
部
　
長
　
　
　
木
田
　
源
一

　
副
部
長
　
　
　
田
所
　
　
剛

　
　
〃
　
　
　
　
増
子
　
　
功

　
幹
　
事
　
　
　
菊
地
　
　
昇

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
　
賢
一

　
　
〃
　
　
　
　
豊
田
　
賢
一

　
　
〃
　
　
　
　
菊
池
理
可
子

　
　
〃
　
　
　
　

山
口
　
哲
司

☆
参
　
与

　
大
友
　
芳
子
　
　
横
内

　
五
月
女
五
美
枝
　
安
良
宿
東

　
小
泉
か
つ
子
　
　
西
本
宿

☆
会
　
長

　
志
賀
　
勝
弘
　
　
西
町

☆
副
会
長

　
宇
佐
美
吉
郎
　
　
西
本
宿

　
矢
部
　
一
良
　
　
安
良
宿
東

　
小
澤
　
邦
子
　
　
西
本
宿

☆
会
計
監
査

　
石
川
　
愿
一
　
　
西
町

　
豊
田
　
清
明
　
　
静
原

☆
局
長
　
志
賀
　
信
夫

◎
ふ
れ
あ
い
部

　
部
　
長
　
　
　
志
賀
　
信
夫

　
副
部
長
　
　
　
佐
藤
　
弘
光

　
幹
　
事
　
　
　
伊
澤
　
泰
彦

　
　
〃
　
　
　
　
根
本
東
洋
男

　
　
〃
　
　
　
　
樫
村
　
　
守

　
　
〃
　
　
　
　
黒
澤
　
義
浩

　
　
〃
　
　
　
　
小
松
　
秀
男

　
　
〃
　
　
　
　
山
川
　
幸
男

◎
ス
ポ
レ
ク
部

　
部
　
長
　
　
　
根
本
　
伸
一

　
副
部
長
　
　
　
志
賀
　
隆
良

　
　
〃
　
　
　
　
中
條
　
広
美

　
幹
　
事
　
　
　
後
藤
　
則
夫

　
　
〃
　
　
　
　
皆
川
　
武
美

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
　
英
男

　
　
〃
　
　
　
　
志
賀
　
康
伸

　
　
〃
　
　
　
　
小
野
　
　
猛

　
　
〃
　
　
　
　
皆
川
　
和
洋

　
　
〃
　
　
　
　
勝
間
田
剛
史

◎
ま
つ
り
部

　
部
　
長
　
　
　
小
野
　
俊
郎

　
副
部
長
　
　
　
志
賀
　
啓
行

　
幹
　
事
　
　
　
木
村
　
文
則

　
　
〃
　
　
　
　
後
藤
　
　
司

　
　
〃
　
　
　
　
海
老
沢
貴
志

　
　
〃
　
　
　
　
瓦
吹
　
秀
則

　
　
〃
　
　
　
　
片
寄
　
達
也

　
　
〃
　
　
　
　
小
野
瀬
孝
二

　
　
〃
　
　
　
　
遠
田
　
正
樹

　
　
〃
　
　
　
　
後
藤
　
　
力

◎
健
康
推
進
部

　
部
　
長
　
　
　
小
澤
　
邦
子

　
副
部
長
　
　
　
岩
間
恵
美
子

　
　
〃
　
　
　
　
野
崎
　
幸
子

　
幹
　
事
　
　
　
鈴
木
　
と
ち

　
　
〃
　
　
　
　
鈴
木
　
祥
子

　
　
〃
　
　
　
　
和
田
ミ
ツ
子

　
　
〃
　
　
　

　
高
橋
　
康
子

☆
局
長
　
坪
井
　
善
吉

◎
青
少
年
育
成
部

　
部
　
長
　
　
　
坪
井
　
善
吉

　
副
部
長
　
　
　
鈴
木
　
一
兄

　
　
〃
　
　
　
　
小
泉
　
安
宏

　
幹
　
事
　
　
　
岡
部
　
好
之

　
　
〃
　
　
　
　
豊
田
　
敬
子

　
　
〃
　
　
　
　
水
野
　
周
代

　
　
〃
　
　
　
　
我
妻
　
恵
子

　
　
〃
　
　
　
　
田
代
　
信
子

　
　
〃
　
　
　
　
吉
成
　
美
智

　
　
〃
　
　
　
　
上
妻
　
孝
行

　
　
〃
　
　
　
　
森
山
　
穂
積

　
　
〃
　
　
　
　
増
子
　
光
男

◎
環
境
部
　

　
部
　
長
　
　
　
志
賀
　
孝
二

　
副
部
長
　
　
　
増
子
　
正
一

　
幹
　
事
　
　
　
佐
藤
　
靖
雄

　
　
〃
　
　
　
　
小
野
　
　
努

　
　
〃
　
　
　
　
大
高
　
道
男

　
　
〃
　
　
　
　
志
賀
　
孝
行

　
　
〃
　
　
　
　
黒
澤
　
捷
一

◎
安
心
・
安
全
部

　
部
　
長
　
　
　
志
賀
　
俊
郎

　
副
部
長
　
　
　
富
岡
日
出
生

　
　
〃
　
　
　
　
志
賀
　
純
夫

　
幹
　
事
　
　
　
小
森
　
弘
隆

　
　
〃
　
　
　
　
富
川
公
代
志

　
　
〃
　
　
　
　
酒
井
　
久
忠

　
　
〃
　
　
　
　
瀬
和
　
直
己

☆
委
員
長
　
宇
佐
美
吉
郎

　
副
委
員
長
　
　
矢
部
　
一
良

　
　
〃
　
　
　
　
池
田
　
　
曻

　
会
　
計
　
　
　
木
田
　
金
房

　
　
〃
　
　
　
　
神
永
由
美
子

　
会
計
監
査
　
　
下
平
　
　
優

　
　
〃
　
　 
 

根
本
東
洋
男

　
推
進
員
　
　
　
神
永
由
美
子

　
　
〃
　
　
　
　
鈴
木
　
規
子

◎
福
祉
総
務
部

　
部
　
長
　
　
　
木
田
　
金
房

　
副
部
長
　
　
　
神
永
由
美
子

　
委
　
員
　
　
　
志
賀
　
信
夫

　
　
〃
　
　
　
　
小
澤
　
邦
子

　
　
〃
　
　
　
　
矢
部
　
一
良

　
　
〃
　
　
　
　
青
木
　
　
正

　
　
〃
　
　
　
　
池
田
　
　
曻

　
　
〃
　
　
　
　
藤
田
　
博
美

　
　
〃
　
　
　
　
鈴
木
　
規
子

◎
ふ
れ
あ
い
事
業
部

　
部
　
長
　
　
　
太
田
　
康
夫

　
副
部
長
　
　
　
青
木
　
　
正

　
　
〃
　
　
　
　
岩
間
恵
美
子

　
　
〃
　
　
　
　
山
口
　
哲
司

　
　
〃
　
　
　
　
政
井
　
吉
子

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　
部
　
長
　
　
　
池
田
　
　
曻

　
副
部
長
　
　
　
原
田
千
代
子

　
委
　
員
　
　
　
神
永
由
美
子

　
　
〃
　
　
　
　
鈴
木
　
規
子

◎
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

　
部
　
長
　
　
　
矢
部
　
一
良

　
副
部
長
　
　
　
藤
田
　
博
美

　
委
　
員
　
　
　
石
井
　
慶
昭

　
　
〃
　
　
　
　
志
賀
　
信
夫

　
　
〃
　
　
　
　
木
田
　
金
房

　
　
〃
　
　
　
　
根
本
東
洋
男

　
　
〃
　
　
　
　
宇
佐
美
吉
郎

　
　
〃
　
　
　
　
原
田
千
代
子

　
　
〃
　
　
　
　
樫
村
　
　
守

　
　
〃
　
　
　
　
小
野
　
初
江

　
　
〃
　
　
　
　
池
田
　
　
曻

　
　
〃
　
　
　
　
高
畑
　
仁
子

　
　
〃
　
　
　
　
豊
田
　
賢
一

　
　
〃
　
　
　
　
佐
々
木
孝
子

　
　
〃
　
　
　
　
佐
藤
　
　
裕

　
　
〃
　
　
　
　
豊
田
　
清
明

　
　
〃
　
　
　
　
小
林
　
　
修

　
　
〃
　
　
　
　
小
野
紀
代
美

　
　
〃
　
　
　

　
小
泉
　
安
宏

　
各
支
部
と
も
支
部
長
、
副
支

部
長
、
常
任
委
員
、
自
治
委
員

の
順
に
掲
載
。
町
内
会
の
上
の

○
印
内
の
数
字
は
、
支
部
内
の

班
分
け
を
示
す
。

【
副
支
部
長
】
　
　
小
林
　
真
行

【
常
任
委
員
】
　
　
樋
口
　
治
雄

　
　
　
　
　
　
　
井
坂
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
友
章

　
　
　
　
　
　
　
弓
野
ま
ち
子

【
自
治
委
員
】

①
岩
本
１
班
　
　
石
井
　
慶
昭

①
岩
本
２
班
　
　
志
賀
　
光
絋

①
岩
本
３
班
　
　
井
上
　
政
三

①
岩
本
４
班
　
　
前
　
　
和
仁

①
岩
本
５
班
　
　
樋
口
　
治
雄

①
岩
本
６
班
　
　
大
竹
　
　
潤

①
岩
本
７
班
　
　
横
山
　
憲
吾

②
協
和
　
　
　
　
志
賀
　
隆
良

②
宮
下
　
　
　
　
井
坂
由
紀
子

②
新
和
会
　
　
　
野
田
　
勝
利

②
愛
郷
会
　
　
　
鈴
木
　
康
夫

③
宮
前
　
　
　
　
會
澤
　
伸
介

③
西
の
内
　
　
　
今
井
　
友
章

③
若
葉
会
　
　
　
志
賀
　
孝
行

③
新
生
和
会
　
　
長
谷
　
　
勝

③
明
和
会
　
　
　
仁
平
　
幸
一

④
東
和
　
　
　
　
弓
野
ま
ち
子

④
塙
　
　
　
　
　
菊
池
　
健
司

【
副
支
部
長
】
　
　
内
田
　
泰
明

【
常
任
委
員
】
　
　
内
田
　
泰
明

　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
　
淳

　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
良
雄

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
栄
一

【
自
治
委
員
】

①
北
町
Ａ
　
　
　
内
田
　
泰
明

①
北
町
Ｂ
　
　
　
大
友
　
伸
策

②
小
仲
西
　
　
　
小
野
　
　
淳

②
小
仲
東
　
　
　
小
松
　
徳
男

③
南
町
Ａ
　
　
　
小
松
　
国
洋

③
南
町
Ｂ
　
　
　
石
井
　
良
雄

④
旭
町
　
　
　

　
伊
藤
　
栄
一

東

本

宿

支

部

12
自
治
会
　
179
世
帯

支部長

(報徳上ー１)

木田　源一
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◎
転
出
者
・
退
職
者

◆日高交流センター
事務職員

菅原　久和

◆日高支所
主　事

興野　峻一郎
 (道路管理主事)

◆日高中学校
教　頭

鈴木　康裕
（鉾田二髙）

◆日高支所
支所長

小林　健児
(豊浦支所長)

◎
新
任
者

◆日高小学校
校　長

井坂　敏子
（田彦小）

◆北部消防署
署　長

佐藤　肇光
（消防本部指令課長補佐）

西

本

宿

支

部

18
自
治
会
　
256
世
帯

支部長

(自然山常会)

原田　真昭

横

内

支

部

14
自
治
会
　
243
世
帯

支部長

(クローバータウン)

黒沼　功

松

ヶ

丘

支

部

16
自
治
会
　
180
世
帯

支部長

(２区２班)

　小林　清　

静

原

支

部

10
自
治
会
　
240
世
帯

支部長

(日の出町)

小林　修

　

安
良
宿
東
支
部

10
自
治
会
　
175
世
帯

支部長

(宿東)

志賀　利行

安
良
宿
西
支
部

13
自
治
会
　
177
世
帯

支部長

(下３─３)

大伍　優子

各
種
委
員
の
紹
介

【
副
支
部
長
】
　
　
国
松
善
三
郎

【
常
任
委
員
】
　
　
小
林
　
廣
子

　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
樫
村
　
東
信

　
　
　
　
　
　
　
山
縣
　
常
男

【
自
治
委
員
】

①
魁
　
　
　
　
　
小
林
　
廣
子

①
報
徳
下
　
　
　
小
貫
　
久
子

①
報
徳
中
　
　
　
塙
　
　
重
実

②
報
徳
上
│

１

　
根
本
　
正
美

②
報
徳
上
│

２
　

佐
久
間
文
男

②
報
徳
上
│

３
　

根
本
　
勝
利

②
報
徳
上
│

４

　
大
都
　
典
男

③
上
ノ
原
AP
１
　
木
村
　
雄
介

③
上
ノ
原
AP
２
　
中
言
　
幹
雄

③
上
ノ
原
AP
３
　
樫
村
　
東
信

④
上
ノ
原
２
　
　
山
縣
　
常
男

④
松
木
下
　
　

　
国
松
善
三
郎

　
日
高
市
民
自
治
会
か
ら
推
薦

し
た
、
日
立
市
委
嘱
の
委
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

日
立
市
不
法
投
棄
監
視
委
員

　
増
子
　
正
一
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
８
７
４
５

　
志
賀
　
正
男
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
７
１
７
０

　
石
井
　
　
愼
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
３
３
８
２

　
黒
澤
　
捷
一
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
３
０
４
０

　
志
賀
　
孝
二
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
４
４
５
２

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　
原
田
　
千
代
子
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
４
０
５
０

　
　
　
（
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
）

土
木
委
員

　
宇
佐
美
吉
郎
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
３
２
６
４

　
豊
田
　
清
明
　
日
高
町

　
　
　
　
　
42
　
４
５
６
０

民
生
・
児
童
委
員

　
日
高
地
区
の
民
生
・
児
童
委

員
は
社
会
福
祉
委
員
会
の
「
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
」
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
小
野
　
　
猛
　
日
高
町

　
　
　
　
　
43
　
７
３
９
５

　
志
賀
　
康
伸
　
小
木
津
町

　
　
　
　
　
42
　
１
９
２
８

【
副
支
部
長
】
　
　大
高
　
道
男

【
常
任
委
員
】
　
　小
川
　
祐
介

　
　
　
　
　
　
　
志
賀
　
利
行

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
哲
司

【
自
治
委
員
】

①
上
１
　
　
　
　
大
塚
　
　
正

①
上
１
│

２
　
　
小
川
　
祐
介

①
上
２
　
　
　
　
渡
辺
　
恭
行

②
上
２
│

２
　
　
大
高
　
道
男

②
宿
東
　
　
　
　
志
賀
　
利
行

②
高
美
会
　
　
　
池
田
　
央
朗

③
御
蔵
前
１
│

１
　
杉
山
　
　
聡

③
御
蔵
前
２
│

１
　
岡
部
　
好
之

③
御
蔵
前
２
│

２
　
菊
池
　
栄
子

③
日
高
支
所
前
町
内
会
　

 
 
 
 
 
 
 

山
口
　
哲
司

【
副
支
部
長
】
　 

　安
島
　
雅
広

【
常
任
委
員
】 

　
塙
　
　
貴
文

　
　
　
　
　
　

　
青
木
　
　
正

　
　
　
　
　
　

　
安
島
　
雅
広

【
自
治
委
員
】

①
高
磯
Ａ
班
　
　
小
沢
　
光
男

①
高
磯
Ｂ
班
　
　
藤
田
　
輝
義

①
高
磯
第
２
班
　
塙
　
　
貴
文

①
ヒ
ル
ズ
高
磯
　
菱
田
　
康
之

②
日
の
出
町
　
　
豊
田
　
洋
美

②
東
雲
会
　
　
　
青
木
　
　
正

③
潮
台
　
　
　
　
秋
元
　
　
哲

③
曙
台
　
　
　
　
安
島
　
雅
広

③
真
砂
町
第
２
　
小
田
　
和
秀

③
真
砂
町
第
３
　
小
林
　
孝
幸

【
副
支
部
長
】
　

　山
中
　
理
雄

【
常
任
委
員
】
　
　
小
野
瀬
孝
二

【
自
治
委
員
】

①
１
区
１
班
　
　

大
賀
　
　
浩

①
１
区
２
班
　

　
三
村
　
　
誠

①
１
区
３
班
　
　
園
部
　
壽
子

①
１
区
４
班
　
　
志
賀
　
　
壽

②
２
区
１
班
　
　
中
坂
　
秀
雄

②
２
区
２
班
　
　
柿
原
　
克
哉

②
２
区
３
班
　
　
平
塚
　
道
紀

③
３
区
１
班
　
　
加
藤
　
洋
一

③
３
区
２
班
　
　
増
渕
　
　
稔

③
３
区
３
班
　
　
平
野
　
和
子

③
３
区
４
班
　
　
塚
田
　
誠
實

③
３
区
５
班
　
　
千
葉
　
茂
晴

③
３
区
６
班
　
　
福
地
　
宣
行

③
３
区
７
班
　
　
佐
藤
　
規
夫

③
３
区
８
班
　
　
矢
代
由
紀
子

③
３
区
９
班
　
　

久
保
田
敏
行

【
副
支
部
長
】
　
　小
泉
　
幸
也

【
常
任
委
員
】
　
　金
子
　
修
平

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
一
義

　
　
　
　
　
　
　
皆
川
　
武
美

【
自
治
委
員
】
　

①
横
内
２
班
　
　
金
子
　
修
平

①
新
生
第
１
　
　
小
泉
　
幸
也

①
新
生
第
２
　
　
保
里
　
裕
之

①
新
生
第
４
　
　
齋
藤
　
　
豪

②
横
内
１
班
　
　
大
内
　
宏
文

②
横
内
３
班
南
　
福
岡
　
和
男

②
横
内
３
班
北
　
増
子
　
泰
史

②
横
内
４
班
　
　
樋
口
　
一
義

②
横
内
東
　
　
　
川
崎
　
研
一

②
ク
ロ
ー
バ
ー
タ
ウ
ン 

荒
川
　
　
薫

③
暁
　
　
　
　
　
佐
々
木
義
彦

③
暁
１
　
　
　
　
増
子
　
博
行

③
暁
２
　
　
　
　
増
子
　
　
聡

③
暁
３
　
　
　 

　
皆
川
　
武
美

【
副
支
部
長
】
　
　
佐
藤
　
弘
光

【
常
任
委
員
】
　
　
原
田
　
真
昭

【
自
治
委
員
】

①
睦
　
　
　
　
　
川
井
　
　
修

①
南
諏
訪
　
　
　
佐
藤
　
賢
一

①
諏
訪
１
　
　
　
西
澤
　
裕
巳

①
諏
訪
２
　
　
　
根
本
美
枝
子

①
諏
訪
３
　
　
　
中
村
　
英
夫

②
小
木
津
山
東
　
正
木
　
良
三

②
小
木
津
山
公
園
下  

功
力
　
嘉
郎

②
自
然
公
園
前
　
篠
崎
　
陽
一

②
宿
西
台
Ａ
　
　
池
田
　
　
勇

②
自
然
山
常
会
　
北
條
　
節
子

②
新
自
然
公
園
前
　
鎌
田
　
　
清

②
宿
西
台
Ｂ
　
　
手
塚
　
昌
宏

③
諏
訪
前
２
　
　
石
川
　
明
夫

③
宿
西
１
　
　
　
筒
井
　
　
尚

③
宿
西
上
　
　
　
小
澤
　
慈
美

③
諏
訪
脇
東
　
　
二
瓶
　
哲
郎

③
諏
訪
脇
西
　
　
菊
地
　
厚
之

③
パ
ー
ク
タ
ウ
ン 

田
中
　
邦
男

◆
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
事
務
職
員
　
石
井
　
愼

◆
日
高
支
所

　
　
　
支
所
長
　
根
本
　
誉
　

　
　
　 

（
豊
浦
支
所
長
）

 
　 
　  

主
事
　
橋
本
　
薫
　

　
　
　
　(

料
金
課
副
参
事
）

◆
日
高
中
学
校

　
　
　
教
頭
　
綿
引
　
志
雅
子

　
　
　
　(
石
岡
二
高
教
頭
）

◆
日
高
小
学
校

　
　
　
校
長
　
於
曾
能
　
弘
樹

　
　
　
　(

水
木
小
校
長
）

◆
北
部
消
防
署

　
　
　
署
長
　
瀬
谷
　
政
状

　
　
　 

（
南
部
消
防
署
長
）

【
副
支
部
長
】
　

　野
方
　
英
樹

【
常
任
委
員
】
　
　
宇
佐
美
寿
郎

　
　
　
　
　
　

　
門
間
　
一
恵

【
自
治
委
員
】

①
下
１
│

１
　
　
　
疋
田
　
幸
二

①
下
１
│

２
　
　

宇
佐
美
寿
郎

①
下
１
│

３
　
　

野
方
　
英
樹

①
下
１
│

４
　
　

堀
井
　
大
輔

①
下
３
│

１
　

　
佐
藤
　
　
一

①
下
３
│

２
　

　
高
橋
　
昭
一

①
下
３
│

３
　

　
中
村
　
美
枝

①
下
３
│

４
　

　
菅
原
　
光
一

①
下
３
│

５
　

　
松
本
　
文
博

②
下
２
　
　
　
　
後
藤
　
里
士

②
サ
ヤ
ド
１
　
　
永
瀬
　
　
淳

②
サ
ヤ
ド
２
　
　
木
村
　
秀
治

②
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
日
高

　
　
　
　
　
　
　

門
間
　
一
恵
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日
高
学
区
市
民
自
治
会
広
報

部
を
こ
の
度
退
任
し
た
、
阿
部

一
夫
さ
ん
は
岩
手
県
一
関
に
生

ま
れ
県
立
一
関
第
一
高
校
、
山

形
大
学
工
学
部
卒
業
後
旧
日
立

電
線
に
入
社
。
最
初
は
製
造
現

場
に
従
事
し
、
退
職
に
至
る
ま

で
送
電
線
、
銅
溶
解
鋳
造
か
ら

電
線
、
複
合
金
属
、
配
線
部
品

製
造
等
各
種
工
程
や
管
理
部
門

に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
米
国
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
近
郊
）に
３
年
、
中
国（
深
　
、

香
港
）
に
６
年
半
海
外
赴
任
を

勤
務
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

英
語
圏
、
漢
語
圏
２
つ
の
異
な

る
異
文
化
社
会
に
接
し
、
様
々

な
経
験
を
し
た
こ
と
は
、
外
か

ら
日
本
を
見
直
す
機
会
と
併
せ

て
、
私
の
人
生
に
於
い
て
得
る

こ
と
が
多
く
こ
の
上
な
い
幸
せ

で
あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
か
ら
自
治
会
活
動

に
参
加
し
９
年
間
活
動
で
き
た

の
は
、
会
社
時
代
の
同
僚
、
先

輩
、
後
輩
が
多
く
自
治
委
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
私
と

し
て
は
心
強
く
、
充
実
し
た
時

間
を
送
ら
せ
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
ま
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
又
阿
部
さ
ん
の
故
郷
一
関
市

の
隣
は
奥
州
市
、
名
刈
中
尊
寺

と
毛
越
寺
は
幼
稚
園
、
小
学
校

の
遠
足
コ
ー
ス
で
し
た
。
な
お

こ
の
地
方
に
は
餅
文
化
が
古
く

か
ら
あ
り
帰
省
時
は
必
ず
数
種

類
の
餅
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

　
趣
味
と
し
て
は
、
秘
湯
巡
り
、

ゴ
ル
フ
、
蕎
麦
打
ち
、
そ
し
て

中
国
で
覚
え
か
け
た
漢
語
の
手

習
い
等
を
遊
び
半
分
で
楽
し
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
　
賢
一
）

小木津町

阿部　一夫さん

（70歳）

～

経

験

か

ら

学

ぶ

～

シンボルの日立紅寒桜

福祉活動の様子を確認しました

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
今
年
度
も

お
世
話
に
な
り
ま
す
　
～
福
祉
連
絡
会
～

　
「
日
立
紅
寒
桜
」
や
「
お
ぎ
つ

や
よ
い
」
な
ど
の
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
の
桜
は
、
日
立
市
内
の

桜
の
名
所
「
わ
が
町
の
桜
23
選
」

の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場

に
あ
り
、
自
由
に
花
見
が
で
き

ま
す
。
今
年
の
春
も
自
治
会
員

有
志
の
皆
さ
ん
の
手
で
ぼ
ん
ぼ

り
が
飾
ら
れ
、
昼
間
の
み
な
ら

ず
、
夜
桜
を
綺
麗
に
映
し
出
し

て
い
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
の
桜

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
桜

　
つ
い
に
、
４
年
ぶ
り
に
日

立
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
さ
く
ら
名
所
１
０

０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
平

和
通
り
の
さ
く
ら
は
満
開
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
さ
く
ら

の
ト
ン
ネ
ル
に
は
２
日
間
で

延
べ
55
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
太
鼓
や
笛
の
音

色
に
、
地
元
飲
食
店
の
出
店

等
も
あ
り
、
来
場
者
は
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
地
域
を
閉
塞
感
で
包
ん
だ

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
待
ち
に

待
っ
た
市
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
無
事
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
市
内
各
地
域
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
活

気
あ
る
行
事
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
す
べ
て
の
年
代
層

が
一
致
団
結
し
、
地
域
が
一

体
と
な
る
日
高
お
ん
も
さ
祭

り
が
大
盛
況
と
な
る
こ
と

を
、
今
か
ら
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

日高おんもさ祭りに期待！！
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
く
中

で
の
日
高
市
民
自
治
会
総
会
が
、

多
く
の
役
員
や
幹
事
に
よ
り
開

催
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
令
和
５
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
役
員

で
の
特
色
は
、
広
報
部
幹
事
と

し
て
３
名
が
入
部
し
た
事
で
あ

る
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る

紙
面
に
、
新
風
を
吹
き
込
ま
せ
、

地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
広
報

紙
と
期
待
し
た
い
。
　 (

菊
地)

　
４
月
20
日
、
日
高
交
流

セ
ン
タ
ー
２
階
１
号
室
に

お
い
て
、
日
高
学
区
市
民

自
治
会
社
会
福
祉
委
員
会

の
連
絡
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
な
ど
の
子
育
て
支
援

事
業
、
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
・

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
見
守

り
支
援
な
ど
の
高
齢
者
等

支
援
事
業
、
お
ん
も
さ
祭

り
・
敬
老
会
・
鳥
追
い
祭

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
支
援

事
業
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
36
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、
事
業
報

告
と
事
業
計
画
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。
特
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
部
で
は
、
今
年

度
よ
り
、
再
生
資
源
回
収
困
難

者
宅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
回
収
事

業
の
発
足
や
困
り
ご
と
お
助
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
検
討
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
必
要
な

会
議
を
重
ね
、
活
動
内
容
が
具

体
化
さ
れ
る
よ
う
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
総
務
部
、
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
、
ふ
れ
あ
い
事
業
部

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
規
制
措
置
緩
和
に
伴
い
、

コ
ロ
ナ
禍
で
規
制
を
受
け
て
い

た
活
動
が
緩
和
さ
れ
コ
ロ
ナ
禍

前
の
日
常
に
近
づ
く
こ
と
で
、

人
々
が
ふ
れ
あ
え
る
事
業
の
再

開
に
も
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
程
、
日
高
俳
句
会
よ
り

日
高
の
福
祉
活
動
に
と
、
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。
日
高
俳
句

会
は
長
年
に
渡
る
活
動
の
中
、

文
化
祭
や
広
報
日
高
に
も
作
品

を
寄
せ
ら
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

令
和
４
年
度
を
も
っ
て
会
を
閉

じ
た
そ
う
で
す
が
、
頂
い
た
ご

厚
意
は
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
2
月
25
日
、
池
の
川
さ
く
ら

ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
（
公
財
）

日
立
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の

設
立
30
周
年
記
念
式
典
・
令
和

4
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
で
、

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
　
良
平

　
設
立
30
周
年
記
念
感
謝
状

　
（
20
年
以
上
の
功
労
者
）

　
根
本
　
伸
一

　
令
和
4
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　
　
　
　

　
日
高
小
学
校
6
年
の
加
古
瑠

莉
那
さ
ん
は
、
昨
年
日
本
郵
便

が
主
催
し
た
「
第
55
回
手
紙
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

生
シ
ラ
ス
丼
を
食
べ
た
際
の
感

動
を
祖
父
母
あ
て
の
絵
手
紙
に

し
た
作
品
が
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
日
立
市

が
主
催
す
る
「
ひ
た
ち
大
好
き

博
士
事
業
」
に
お
い
て
地
域
事

業
に
小
学
校
2
年
の
時
か
ら
参

加
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

名
誉
博
士
第
1
号
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
加
古
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
こ
と
に
取
り
組

み
、
将
来
は
女
流
棋
士
か
先
生

に
な
り
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
表
彰

永
年
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労

日
高
小
学
校
加
古
さ
ん

が
ダ
ブ
ル
受
賞

日
高
俳
句
会
よ
り
寄
付

日高町
佐藤　匡広


